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写真計測資料による人体姿勢の解析
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　目的：被服製作用人台あるいは既製服の検査用人台などを設計するためには，身体の大きさ・形に加えて姿勢に関する情

報が必要不可欠である。しかし，それについては従来十分な研究が行われていない。被服製作の実際家が体型分類を, 身体

側面視シルエットにより試みていることからも推察されるように，からだつきの個性や姿勢は身体を側面から視た時にはっ

きりと現れる。本研究では身体右側面の単写真資料を用い，姿勢に関する情報も含めて身体側面の形状解析を試みた。

　資料ならびに方法：資料は1964年撮影の大学女子学生193例の身体右側面の単写真である。実物の1/10に引き伸ばし，写

真上に計測点をしるした後,Diiitizerにより測定した。すなわち，耳珠点を通る垂線並びに床線を基準線とし，身体輪郭線

上の各基準点から両基準線までの距離および基準垂線から反対側の輪郭線までの距離45項目に，身体振幹部の厚みを表す胸

部・胴部一腰部の横矢示数3項目を加えtzii項目を解析項目とした。Digitizerによる実測値と各測定値の対身長比の2つ

の場合について主成分分析を行い検討した。

　結果:1.測定値そのままの分析では，第1主成分としてsize factor,第2主成分以降にshape factorが抽出され, 反身・

屈身・前傾・後傾などを示す成分が抽出された。

2.身長に対する百分比の分析では，測定値そのままの場合の第2.第3主成分が第1.第2主成分として現れ,sizeの要素が除

去されていることが示された。これらにより身体側面の形状を分類することが可能である。

3.身体躯幹部の厚みと姿勢を表す成分との関係は認められない。
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　　目的：前回、超音波断層解析装置による皮下脂肪厚測定の有効性及び成人女子29名の体幹・体肢の皮下脂肪分布について

　いくつかの結果を報告した。本報においては、さらに被検者数を成人女子58名とし、また成人男子21名を加え、皮下脂肪分

　布の性差・個体差を観察し身体の外形的測定値などとの関連について検討を試みた。

　　測定項目：a.超音波装置による皮脂厚測定値20項目（頚部・背部・肩甲下角部・胸部・鏡前面部・側胸部・臍部・下腹

　部・腸稜部・側腹部・転子部・殿部・上腕後面部・前腕外側部・手くび部・大腿前面部・大腿内側部・下腿外側部・下腿内

　側部・足くび部に

　b. 外形的測定値として身長■体重および皮脂厚測定部位を通る周径、合計男子13項目、女子12項目。

　　結果：　く1 ) 皮下脂肪の沈着状態を平均値からみると、部位別には、男女共に殿部とウェスト周辺に皮下脂肪の沈着が多

　い傾向にある。男女では、女子が全ての項目で男子を上回っている、

　(2)周径と皮脂厚値との相関係数は、男子の臍部皮脂厚と中胴囲(0.87）,女子の側腹部皮脂厚と胴囲(0.65〉で高い値

　を示しており、一方、男女共に下腿外側部皮脂厚と下腿最大囲（男0.05.女0.10)の相関は低い。

　( 3 ) Robrer示数と皮脂厚値との関係では、多くの部位で相関が有意であったが、男子では臍部0.82に対し殿部0.19と部位

　によって関連性の強弱がみられる。

　(4)皮下脂肪の沈着状態は、男女共に個体差が大きく、特に女子においては顕著である。


